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〔
民
事
訴
訟
法

　　ご手
形　手
の　形
呈　債
示　権
及　を
び　自
交　働
付　債
の　権
要　と
否　し

繍て罐骸訴
編撫訟
志奎難上

聾凝相
査謀胃殺
月級一
一民一　の

0集日　出
日九大　、冒、

大巻阪　　田
阪四地　，じ、

嚢難表
民四二　　一▲

四二七　不

繁舞を
塗黙す
署翻る
…垂場
年四年　ム
～選9　口
輩奮　と
老璽

禦天

）

　
〔
判
示
事
項
〕
　
一
・
二
審
と
も
手
形
債
灌
を
自
働
債
僅
と
し
て
訴
訟
上
相
殺

の
意
思
表
示
を
す
る
場
合
手
形
の
呈
示
な
い
し
交
付
は
必
要
と
し
な
い
。

　
〔
滲
照
條
丈
〕
　
民
法
五
〇
六
條
、
手
形
法
三
九
條

　
　
　
鋼
　
例
　
碑
　
究

　
〔
事
實
〕
原
告
・
控
訴
人
X
は
訴
外
A
會
肚
に
た
い
し
て
有
し
て
い
る
金
九

十
萬
圓
の
貸
金
債
灌
の
執
行
と
し
て
A
會
肚
が
被
告
・
被
控
訴
人
Y
銀
行
に
た

い
し
て
有
す
る
金
百
萬
圓
の
通
知
預
金
債
権
の
う
ち
金
九
十
萬
圓
に
つ
き
債
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
　
　
（
七
二
三
）



判
　
例
　
研
　
究

の
差
押
並
び
に
韓
付
命
令
を
う
け
、
右
命
令
は
昭
和
二
九
年
九
月
二
〇
日
に
Y

銀
行
及
び
訴
外
A
會
吐
に
邊
達
さ
れ
た
。
し
か
る
に
Y
銀
行
は
そ
の
支
梯
を
し

な
い
の
で
、
X
は
Y
銀
行
に
た
い
し
右
の
九
十
萬
圓
及
び
こ
れ
に
た
い
す
る
訴

歌
邊
達
の
日
の
翌
日
で
あ
る
昭
和
三
二
年
一
〇
月
三
日
か
ら
支
沸
濟
ま
で
年
五

分
の
割
合
の
損
害
金
の
支
彿
を
求
め
る
訴
を
提
起
し
た
。

　
Y
銀
行
は
、
訴
外
A
會
杜
に
た
い
し
、
本
件
債
権
差
押
並
び
に
輔
付
命
令
邊

蓮
當
時
す
で
に
満
期
の
到
來
し
て
い
る
金
五
百
萬
圓
の
約
束
手
形
債
権
を
有
し

て
い
た
。
Y
銀
行
は
現
在
も
右
手
形
を
所
持
し
て
い
る
。
よ
つ
て
Y
銀
行
は
第

一
審
昭
和
三
三
年
一
月
二
二
日
口
頭
辮
論
期
日
に
、
手
形
の
呈
示
乃
至
交
付
な

し
に
、
こ
の
約
束
手
形
債
権
を
自
働
債
椹
と
し
て
本
件
預
金
債
権
と
相
殺
す
る

旨
の
陳
述
を
し
た
。
そ
の
上
Y
銀
行
は
、
第
一
審
判
決
（
釧
鮨
）
に
影
響
さ
れ
、

控
訴
審
昭
和
三
三
年
九
月
十
日
の
口
頭
辮
論
期
日
に
あ
ら
た
め
て
X
に
封
し
手

形
を
呈
示
し
て
相
殺
の
意
思
表
示
を
な
し
た
。

　
〔
判
旨
〕
　
一
審
二
審
と
も
に
原
告
・
擦
訴
人
X
の
敗
訴
。

　
本
件
で
は
、
第
一
審
に
お
け
る
手
形
の
交
付
乃
至
呈
示
な
き
相
殺
の
意
思
表

示
の
効
力
が
問
題
と
な
つ
た
が
、
一
審
二
審
と
も
に
右
相
殺
の
効
力
を
認
め
、

原
告
・
控
訴
人
X
の
敗
訴
と
な
つ
た
。
そ
の
理
由
は
一
・
二
審
に
お
い
て
各
々

異
る
。

　
e
第
一
審
到
決

　
ω
　
私
法
上
の
形
成
構
で
あ
る
相
殺
構
の
行
使
の
意
思
表
示
と
そ
の
効
果
の

陳
述
で
あ
る
訴
訟
上
の
主
張
や
抗
辮
と
は
、
そ
の
構
成
要
件
を
異
に
す
る
別
個

の
行
爲
で
あ
る
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
訴
訟
上
の
相
殺
に
つ
き
私
法
行
爲
読
（
併

存
読
）
を
と
り
、
私
法
上
の
形
成
権
で
あ
る
相
殺
槽
の
行
使
の
意
思
表
示
の
効

力
の
有
無
は
私
法
上
の
効
力
要
件
を
充
足
し
て
い
る
か
否
か
に
よ
り
判
定
さ
れ

八
○

（
七
二
四
）

る
、
と
読
く
。

　
㈲
　
次
に
私
法
上
手
形
度
穫
を
自
働
債
椹
と
す
る
相
殺
の
要
件
と
し
て

　
L
　
相
殺
の
意
思
表
示
の
外
手
形
の
交
付
を
必
要
と
す
る
（
①
手
形
債
務
者

に
二
重
梯
の
危
険
を
さ
け
さ
せ
る
た
め
と
、
②
手
形
債
務
者
が
遡
及
穫
利
者
の

場
合
再
遡
及
椹
行
使
に
必
要
な
た
め
）
。

　
2
　
手
形
債
権
額
が
受
働
債
灌
額
を
超
え
る
場
合
は
、
相
殺
の
意
思
表
示
の

外
手
形
の
呈
示
を
必
要
と
す
る
（
①
相
殺
の
相
手
方
に
相
殺
が
手
形
の
正
當
な

所
持
人
に
よ
り
な
さ
れ
る
か
否
か
を
知
ら
せ
る
た
め
と
、
②
相
殺
に
よ
り
手
形

債
椹
の
一
部
消
滅
を
手
形
に
記
載
す
る
機
會
を
相
手
方
に
與
え
る
た
め
）
。

　
の
　
例
外
と
し
て
、
呈
示
乃
至
交
付
を
俘
わ
な
い
相
殺
の
意
思
表
示
が
有
効

な
場
合
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
手
形
債
椹
者
は
、
交
付
乃
至
呈
示
及
び
手
形
債

権
一
部
溝
滅
の
記
載
と
引
替
え
に
、
受
働
債
灌
債
務
者
に
受
働
債
権
消
滅
確
認

書
乃
至
債
灌
謹
書
の
交
付
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
ぎ
、
爾
者
は
同
時
履
行
の
關

係
に
た
つ
か
ら
、
受
働
債
梅
者
が
こ
れ
を
拒
絶
す
る
場
合
、
叉
は
不
履
行
の
意

思
が
明
確
な
場
合
、
呈
示
乃
至
交
付
が
な
く
て
も
相
殺
は
意
思
表
示
の
み
に
よ

り
有
効
に
な
さ
れ
る
。
本
件
で
は
受
働
債
権
者
原
告
X
が
自
働
債
構
た
る
約
手

債
灌
の
存
在
を
孚
つ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
に
こ
の
場
合
に
あ
た
り
、

Y
の
相
殺
は
意
思
表
示
の
み
で
有
効
で
あ
る
。

　
⇔
控
訴
審
判
決
。

　
訴
訟
上
相
殺
灌
を
行
使
す
る
場
合
、
そ
の
行
使
の
方
式
、
要
件
、
効
果
に
つ

い
て
、
訴
訟
外
に
お
け
る
相
殺
権
の
行
使
に
お
け
る
と
必
ず
し
も
同
一
で
あ
る

こ
と
を
要
し
な
い
、
と
解
し
、
結
論
と
し
て
、
訴
訟
上
の
相
殺
に
手
形
の
呈
示
・

交
付
は
不
要
で
あ
る
と
の
見
解
に
立
ち
、
本
件
第
一
審
の
相
殺
は
、
第
二
審
に

お
け
る
手
形
の
呈
示
を
件
う
相
殺
の
意
思
表
示
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
有
効
で



あ
る
と
し
て
い
る
。
不
要
読
の
理
由
と
し
て
は
、
次
の
三
黙
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
　
ω
　
訴
訟
上
な
さ
れ
る
相
殺
の
効
力
は
、
最
終
の
口
頭
辮
論
終
結
當
時
を
基

準
と
し
て
到
断
さ
れ
る
か
ら
、
相
殺
し
た
者
が
、
正
當
な
手
形
債
権
者
で
あ
る

か
否
か
は
、
當
該
訴
訟
で
確
定
さ
れ
る
黙
を
考
え
る
と
、
訴
訟
上
相
殺
の
意
思

表
示
を
な
す
際
、
手
形
債
務
者
に
誰
が
手
形
債
灌
者
で
あ
る
か
を
知
ら
し
め
る

た
め
の
呈
示
は
不
要
で
あ
る
。

　
㈲
　
相
殺
の
効
力
は
最
終
の
口
頭
辮
論
終
結
時
を
基
準
に
し
て
確
定
的
に
饗

生
し
、
表
示
當
時
は
末
だ
確
定
的
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
手
形
債
権
消
滅
の

際
交
付
す
べ
き
手
形
を
相
手
方
に
交
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
も
し
訴
訟
上

相
殺
の
表
示
の
際
に
手
形
の
交
付
を
必
要
と
す
る
な
ら
、
豫
備
的
相
殺
の
抗
辮

が
提
出
さ
れ
審
理
の
結
果
受
働
債
権
の
不
存
在
が
確
定
さ
れ
、
相
殺
が
必
要
で

な
い
場
合
、
手
形
の
返
還
を
う
け
る
か
、
任
意
に
返
還
の
う
け
ら
れ
な
い
場
合

は
訴
に
よ
り
取
戻
し
た
上
で
な
け
れ
ば
、
手
形
金
の
請
求
が
で
き
な
く
な
り
、

手
形
債
権
者
は
不
測
の
損
害
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
㊦
　
手
形
の
呈
示
を
要
し
な
い
と
す
れ
ば
、
手
形
金
の
一
部
に
つ
き
相
殺
の

な
さ
れ
た
場
合
、
一
部
支
彿
を
受
け
た
旨
の
記
載
を
請
求
す
る
（
野
畑
難
）
機
會
を

與
え
な
い
こ
と
に
な
り
、
手
形
の
交
付
を
要
し
な
い
と
す
れ
ば
、
手
形
債
務
者

は
遡
及
義
務
者
に
た
い
し
遡
及
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
相
殺

後
手
形
が
更
に
流
通
に
お
か
れ
た
場
合
手
形
債
務
者
に
二
重
梯
の
危
陰
が
あ

り
、
い
ず
れ
の
場
合
も
手
形
債
務
者
の
利
盆
は
害
さ
れ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る

が
、
訴
訟
に
お
け
る
相
殺
の
場
合
到
決
確
定
前
は
確
定
的
に
一
部
支
彿
を
し
た

こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
、
手
形
債
務
者
は
一
部
支
彿
の
記
載
を
求
め
る
灌
利

が
な
く
、
遡
及
権
行
使
の
要
件
も
な
い
。
更
に
到
決
書
に
相
殺
に
よ
り
債
務
の

消
滅
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
二
重
梯
の
危
瞼
を
防
止
す
る
に
足

る
謹
明
と
し
て
充
分
で
あ
り
、
相
殺
の
意
思
表
示
の
後
手
形
が
流
通
に
お
か
れ

た
場
合
で
も
、
多
く
は
期
限
的
の
裏
書
譲
渡
で
あ
る
か
ら
、
相
殺
の
あ
つ
た
こ

と
を
右
被
裏
書
人
に
樹
抗
す
る
こ
と
が
で
き
、
手
形
債
務
者
は
保
護
さ
れ
る
。

從
つ
て
右
見
解
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

〔
評
繹
〕
　
釧
旨
結
論
に
賛
成
。

　
裁
到
外
で
手
形
債
椹
を
自
働
債
穫
と
し
て
相
殺
す
る
場
合
に
、
相
殺
の
意
思
表
示
の
外
、
更
に
手
形
の
交
付
乃
至
呈
示
（
手
形
債
穫
額
が
受
働
債

椹
額
を
超
え
る
場
合
、
残
額
の
請
求
及
び
こ
れ
に
つ
い
て
の
償
還
請
求
の
た
め
手
形
を
必
要
と
す
る
か
ら
、
呈
示
し
、
一
部
支
梯
あ
り
た
る
旨
の
記
載
を
す
る
に
留
め
、

交
付
を
し
な
い
・
が
必
舞
こ
と
営
肇
碧
（
砒
聡
墨
数
痴
灘
難
謂
鞭
響
醸
）
．
問
題
は
訴
訟
上
の
相
殺
に
つ
い
て
高
禦

否
か
と
い
う
黙
に
あ
る
。

第
一
審
到
決
は
、
訴
訟
上
の
相
殺
に
つ
き
私
法
行
爲
読
（
併
存
説
）
を
と
り
、
訴
訟
上
の
相
殺
に
は
私
法
上
の
相
殺
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、

到
　
例
　
砺
　
究

八
一

（
七
二
五
）



　
　
　
剣
　
例
　
碍
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
　
　
（
七
二
六
）

そ
の
限
り
で
相
殺
の
要
件
た
る
呈
示
乃
至
交
付
を
必
要
と
す
る
と
い
う
。
し
か
し
我
々
は
こ
の
結
論
の
當
否
を
考
え
る
た
め
に
は
先
ず
そ
の
前
提

と
な
つ
た
私
法
行
爲
論
の
當
否
を
検
討
し
、
次
に
そ
の
他
の
學
読
す
な
わ
ち
訴
訟
行
爲
読
及
び
折
衷
読
（
爾
性
読
）
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
す

る
な
ら
ば
、
そ
れ
等
の
學
読
を
と
つ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
手
形
債
椹
を
自
働
債
穫
と
す
る
訴
訟
上
の
相
殺
に
お
け
る
手
形
の
呈
示
乃
至
交
付
の

必
要
性
を
検
討
す
る
蝕
地
が
あ
る
か
否
か
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

享
笙
轟
訟
上
の
相
殺
窪
的
讐
吉
欝
を
始
め
吉
（
甕
課
羅
詫
驚
離
詰
鄭
繕
簸
紺
灘
毅
蝉
数
講
論

離
華
翻
観
弍
驚
歴
、
嘉
鰻
）
．
そ
の
法
的
性
質
に
つ
皇
つ
の
見
解
奮
る
．

　
工
　
私
法
行
爲
読
（
併
存
説
）
。
當
該
行
爲
中
に
相
手
方
に
た
い
す
る
私
法
上
の
相
殺
の
意
思
表
示
と
裁
到
所
に
た
い
す
る
そ
の
効
果
の
主
張
と

い
う
全
く
別
個
に
評
慣
さ
れ
観
念
的
に
匠
別
さ
れ
た
二
個
の
行
爲
が
併
存
し
て
い
る
と
読
く
。
す
な
わ
ち
第
一
審
到
決
の
と
る
立
場
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
読
は
次
の
訣
黙
を
含
む
よ
う
で
あ
る
。
①
私
法
理
論
と
の
辻
褄
を
無
理
に
合
わ
せ
ん
と
す
る
た
め
、
當
事
者
の
主
観
的
意
圖
を
無
理
す

る
傾
向
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
當
事
者
の
目
的
は
有
利
な
裁
到
の
獲
得
及
び
そ
の
基
礎
づ
け
の
資
料
の
提
供
で
あ
り
、
濁
立
し
た
私
法
上
の
効
果

の
獲
生
で
は
な
い
。
②
か
か
る
當
事
者
の
意
圖
と
は
別
に
強
い
て
私
法
上
の
効
果
の
襲
生
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
意
思
表
示
に
當
事
者
の
欲
し
た

効
果
以
上
の
も
の
を
付
與
す
る
こ
と
に
な
り
、
私
法
上
の
法
律
行
爲
理
論
よ
り
み
て
行
過
ぎ
で
あ
る
。
⑧
ま
ず
私
法
上
の
意
思
表
示
が
存
在
し
、

そ
れ
を
訴
訟
で
主
張
す
る
と
い
う
形
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
前
提
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
裁
到
で
有
利
な
結
果
を
得
た
な

ら
ば
當
事
者
の
求
め
た
も
の
は
裁
到
外
で
の
形
成
穫
の
行
使
よ
り
強
い
効
果
を
伴
つ
て
實
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
④
理
論
的
に
い
つ
て
も
、

本
読
は
、
経
験
上
軍
一
の
行
爲
を
別
個
の
法
領
域
に
属
す
る
、
要
件
と
効
果
が
全
く
異
り
、
且
つ
論
理
的
に
前
後
す
る
私
法
行
爲
と
訴
訟
行
爲
と

に
分
解
し
、
爾
者
の
關
蓮
を
否
定
す
る
黙
で
、
技
巧
的
で
あ
る
。
⑤
實
際
上
の
結
論
が
安
當
で
は
な
い
。
①
②
と
も
關
係
す
る
が
、
相
殺
の
意
思

表
示
の
私
法
上
の
効
果
が
訴
訟
の
経
過
と
は
無
關
係
に
且
つ
確
定
的
に
生
じ
て
し
ま
う
の
は
、
訴
訟
上
の
相
殺
に
内
在
す
る
訴
訟
上
の
防
禦
目
的

に
明
ら
か
に
背
馳
す
る
（
例
え
ぽ
理
由
あ
る
訴
訟
上
の
相
殺
の
抗
辮
が
時
機
に
お
く
れ
た
攻
撃
防
禦
方
法
て
あ
る
と
し
て
却
下
さ
れ
た
結
果
被
告
が
給
付
剣
決
を
う



け
た
が
、
反
勤
債
穫
の
漕
滅
と
い
弓
私
法
上
の
効
果
が
相
殺
の
抗
辮
の
唯
一
の
効
果
と
し
て
残
る
と
す
る
な
ら
ば
、
意
味
が
な
い
）
。

　
a
　
折
衷
読
（
爾
性
読
）
。
訴
訟
上
の
相
殺
は
、
私
法
行
爲
た
る
相
殺
と
訴
訟
行
爲
た
る
相
殺
の
効
果
の
裁
到
上
の
主
張
と
い
う
二
つ
の
行
爲
の

性
質
が
不
可
分
に
結
合
さ
れ
た
行
爲
で
あ
る
と
み
る
論
で
あ
る
。

　
本
論
に
謝
し
て
は
次
の
批
到
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
①
か
か
る
概
念
の
承
認
は
訴
訟
行
爲
論
の
安
協
で
あ
り
、
か
か
る
構
成
を
し
な
け
れ
ば
詮

明
で
き
な
い
問
題
は
な
い
。
②
訴
訟
上
相
殺
が
豫
備
的
抗
辮
と
し
て
な
さ
れ
た
場
合
、
形
成
権
の
行
使
に
は
一
般
に
條
件
が
つ
け
ら
れ
な
い
と
す

る
私
法
理
論
と
い
か
に
調
和
さ
せ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
⑧
法
律
上
の
一
行
爲
に
私
法
行
爲
及
び
訴
訟
行
爲
の
二
重
要
件
事
實
を
認
め
る
の
は
、

爾
行
爲
の
要
件
並
び
に
効
果
が
全
く
別
個
に
規
定
さ
れ
る
と
い
う
黙
で
不
當
で
あ
る
（
例
え
ば
被
告
が
相
手
方
敏
席
の
口
頭
辮
論
て
訴
訟
上
の
相
殺
を
な

し
う
る
か
と
い
う
問
題
に
ど
う
封
虚
す
る
か
）
。

　
a
　
訴
訟
行
爲
読
。
訴
訟
上
の
相
殺
は
純
然
た
る
訴
訟
行
爲
で
あ
る
と
す
る
読
で
あ
る
。
本
読
に
よ
れ
ば
、
①
そ
れ
が
相
手
方
の
受
領
を
必
要

と
し
な
い
裁
到
所
に
た
い
す
る
陳
述
で
あ
る
か
ら
、
相
手
方
欲
席
の
場
合
も
有
効
に
な
し
う
る
こ
と
に
な
る
し
、
②
裁
到
を
基
礎
づ
け
る
以
外
凋

自
の
意
昧
を
も
た
な
い
か
ら
、
本
案
到
決
に
到
ら
ぬ
場
合
、
そ
の
主
張
は
失
効
し
、
實
髄
的
効
力
は
稜
生
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
本
読
に
封
し
て
は
次
の
批
到
が
加
え
ら
れ
る
。

①
私
法
行
爲
た
る
の
蕎
塞
く
抹
殺
し
去
つ
を
ミ
い
か
モ
て
髪
椹
行
使
の
甦
上
の
効
暴
生
㌢
る
の
か
（
愁
ガ
賄
）
．
②
相
殺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
セ
　
　
　
じ
　
　
　
も
　
　
　
ち
　
　
　
や
　
　
　
も
　
　
　
セ

を
以
て
封
抗
し
た
額
に
つ
き
相
殺
の
た
め
主
張
し
た
請
求
の
存
否
の
到
断
が
既
到
力
を
以
て
確
定
さ
れ
る
こ
と
を
訴
訟
行
爲
論
は
読
明
で
き
る

か
。
以
上
二
難
の
他
、
私
法
行
爲
読
に
た
い
す
る
批
到
を
裏
返
え
せ
ば
本
読
に
封
す
る
批
到
と
な
る
。

　
以
上
三
論
の
う
ち
い
ず
れ
が
正
當
で
あ
ろ
う
か
。

　
私
は
私
法
行
爲
論
が
正
當
で
あ
る
と
考
え
る
。
爾
性
読
に
封
す
る
批
到
は
す
で
に
決
定
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
私
は
こ
こ
で
私
法
行

爲
読
及
び
訴
訟
行
爲
詮
を
檎
討
の
封
象
と
し
て
取
上
げ
、
そ
れ
ら
に
た
い
す
る
批
到
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
剣
　
例
　
碑
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
　
　
（
七
二
七
）



　
　
　
判
例
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
（
七
二
八
）

　
ま
ず
考
察
の
便
宜
上
訴
訟
行
爲
読
を
取
上
げ
て
み
よ
う
。
訴
訟
行
爲
論
に
た
い
し
て
加
え
ら
れ
た
第
一
の
批
剣
は
訴
訟
行
爲
読
の
誤
解
に
基
づ

く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
訴
訟
行
爲
読
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
か
か
る
批
到
は
、
私
法
上
の
効
果
の
襲
生
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
う

黙
で
出
襲
瓢
に
お
い
て
、
訴
訟
行
爲
論
と
全
く
異
つ
て
い
る
。
訴
訟
行
爲
読
は
ま
ず
私
法
上
の
意
思
表
示
が
存
在
し
、
こ
れ
を
訴
訟
で
主
張
す
る

と
い
う
前
提
に
反
省
を
加
え
て
、
私
法
上
の
形
成
権
は
、
訴
訟
と
い
う
段
階
を
ぬ
き
に
し
て
も
、
當
事
者
間
の
意
思
表
示
の
み
で
効
果
を
獲
生
せ

し
め
る
と
い
う
黙
で
意
味
が
あ
る
概
念
で
あ
つ
て
、
訴
訟
に
お
い
て
ま
で
そ
の
理
論
を
貫
く
必
要
が
な
い
と
し
、
更
に
加
え
て
、
當
事
者
が
私
法

上
の
形
成
椹
行
使
の
効
果
を
も
欲
す
る
な
ら
、
訴
訟
行
爲
と
は
別
個
に
行
使
す
れ
ぽ
よ
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
第
一
の
批
剣
は
正
當

で
は
な
い
。
第
二
の
批
到
も
ま
た
必
ず
し
も
絶
謝
の
も
の
で
は
な
い
。
け
だ
し
我
々
は
民
訴
法
一
九
九
條
∬
項
の
規
定
を
い
わ
ゆ
る
政
策
的
規
定

（
し
ば
し
ば
一
般
に
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
「
請
求
の
存
否
に
つ
い
て
の
紛
箏
が
自
働
債
穫
の
存
否
の
紛
箏
に
移
し
換
え
ら
れ
て
、
剣
決
に
よ
る
解
決
が
無
意
義
と
な
る

お
そ
れ
」
を
除
却
す
る
と
い
う
政
策
）
と
読
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
訴
訟
の
便
宜
上
時
機
に
渥
れ
た
攻
撃
防
禦
方

法
が
却
下
さ
れ
實
艦
的
権
利
關
係
が
到
決
に
反
映
し
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
わ
け
で
、
實
髄
法
と
次
元
を
異
に
す
る
訴
訟
法
に
お
い
て
は
止
む
を

得
な
い
現
象
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
こ
の
場
合
既
到
力
は
訴
訟
便
宜
上
政
策
的
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
必
ず
し
も
實
髄
的
に
訴
訟
外
自
働

債
構
の
存
在
に
基
づ
き
與
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
訴
訟
行
爲
読
に
た
い
し
て
は
、
更
に
、
訴
訟
行
爲
読
の
立
場
か
ら
私
法
行
爲
論
に
加
え
ら
れ
る
批
到
の
丁
度
逆
の
こ
と
が
批
到
と
し
て

加
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
私
法
行
爲
詮
に
加
え
ら
れ
る
第
一
の
批
到
、
す
な
わ
ち
私
法
行
爲
読
が
當
事
者
の
主
観
的
意
圖
を
無
覗
し

て
い
る
と
い
う
批
到
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
訴
訟
上
相
殺
が
な
さ
れ
る
殆
ん
ど
の
場
合
に
、
被
告
は
、
實
艦
法
上
の
相
殺
を
も
意
圖
す
る
と
考
え

る
の
が
む
し
ろ
適
當
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
被
告
は
軍
に
有
利
な
裁
到
の
獲
得
と
そ
の
基
礎
づ
け
の
資
料
の
提
供
を
意
圖
す
る
の
み
な
ら
ず
、

凋
立
し
た
私
法
上
の
効
果
の
襲
生
を
も
併
せ
目
的
と
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
第
二
の
批
到
は
成
立

し
な
い
。
第
三
の
批
剣
奈
何
。
こ
の
問
題
は
實
髄
法
と
訴
訟
法
と
の
關
係
奈
何
と
い
う
訴
訟
法
の
基
本
間
題
と
關
蓮
す
る
極
め
て
解
決
困
難
な
問



題
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
は
訴
訟
は
や
は
り
實
髄
的
椹
利
關
係
の
忠
實
な
反
映
を
理
念
と
す
る
も
の
と
考
え
る
（
こ
の
こ
と
は
訴
訟
そ

れ
自
盟
紛
箏
の
場
と
し
て
紛
箏
が
そ
こ
に
お
い
て
實
腔
的
に
も
爽
展
し
て
い
く
と
い
う
見
方
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
更
に
實
艦
法
を
第
一
次
的
に
裁
判
規
範

と
み
る
考
え
方
と
も
矛
盾
し
な
い
）
。
か
か
る
基
本
的
態
度
に
立
て
ば
、
ま
ず
私
法
上
の
意
思
表
示
が
存
在
し
、
そ
れ
を
訴
訟
で
主
張
す
る
形
は
當
然

で
あ
る
。
第
四
の
批
到
奈
如
。
維
験
上
軍
一
の
行
爲
の
う
ち
に
観
念
的
に
は
二
個
の
行
爲
を
理
解
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
例

え
ば
経
験
的
に
軍
一
の
行
爲
の
う
ち
に
物
樺
契
約
と
債
権
契
約
と
を
理
解
す
る
が
如
し
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
残
る
最
も
重
要
な
問
題
と

し
て
、
第
五
の
批
剣
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
と
て
も
絶
封
的
な
も
の
で
は
な
い
。
け
だ
し
訴
訟
上
相
殺
の
抗
辮
は
元
來
訴
訟
行
爲
読
の
い

う
よ
う
に
訴
訟
上
の
攻
撃
防
禦
方
法
と
し
て
の
面
を
も
つ
こ
と
は
否
め
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
裁
剣
所
に
お
い
て
相
殺
の
抗
辮
に
關
す
る
剣
噺
を

う
け
る
こ
と
を
條
件
と
し
て
相
殺
の
意
思
表
示
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
訴
訟
の
維
過
と
は
無
關

係
に
私
法
上
の
効
果
が
確
定
的
に
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
場
合
、
そ
れ
は
實
髄
上
一
般
に
相
殺
の
意
思
表
示
に
條
件
を

付
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
か
。
元
來
私
法
上
の
形
成
権
行
使
に
條
件
が
付
せ
ら
れ
な
い
の
は
そ
れ
が
相
手
方
を
不
確
定
な

歌
態
に
お
く
こ
と
に
よ
つ
て
相
手
方
の
利
盆
を
不
當
に
害
し
、
法
律
關
係
を
無
用
に
混
飢
さ
せ
る
こ
と
に
基
づ
く
の
で
あ
る
が
、
控
訴
審
到
決
も

正
當
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
場
合
か
か
る
危
瞼
が
な
い
か
ら
有
効
で
あ
る
と
み
て
よ
い
（
山
中
教
授
は
、
民
法
理
論
か
ら
み
て
も
相
殺
の
意
思

表
示
に
か
か
る
條
件
を
付
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
山
中
、
前
掲
、
九
頁
下
段
）
。

　
こ
の
よ
う
に
検
討
し
て
く
る
と
、
私
法
行
爲
論
の
批
剣
は
必
ず
し
も
絶
封
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
私
法
行
爲
論
が
よ
り
適
切
な
も
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
問
題
は
訴
訟
上
の
相
殺
の
本
質
に
關
す
る
こ
れ
ら
三
種
の
學
読
と
、
手
形
を
自
働
債
穂
と
す
る
訴
訟
上
の
相
殺
に
お
け
る
手
形
交
付
、

呈
示
の
要
否
と
必
然
的
な
關
連
を
認
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
か
か
る
態
度
に
は
疑
問
が
あ
る
（
勿
論
本
判
決
は
、
私
法
行
爲
読
以
外
の
學
読

を
と
る
な
ら
ば
手
形
の
呈
示
・
交
付
が
不
要
で
あ
る
と
は
い
っ
て
い
な
い
）
。
　
例
え
ば
山
中
教
授
は
、
「
爾
行
爲
併
存
読
の
論
者
は
同
理
だ
と
い
い
、
爾
性

　
　
　
判
例
碍
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　

（
七
二
九
）



　
　
　
判
例
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
　
（
七
三
〇
）

読
の
論
者
は
（
訴
訟
行
爲
た
る
↓
面
を
重
親
し
て
）
違
つ
て
い
て
よ
い
と
い
う
。
な
お
訴
訟
行
爲
読
で
は
一
暦
彊
い
理
由
で
不
要
論
と
な
る
」

（
山
中
、
前
掲
、
八
頁
下
段
、
九
頁
上
段
）
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
私
は
む
し
ろ
問
題
の
出
震
黙
を
、
手
形
の
呈
示
・
交
付
の
必
要
と
さ
れ
る
理
由
、
し
た
が
つ
て
そ
の
理
由
の
存
否
に
求
め
る
べ
き
で
あ

つ
て
、
訴
訟
上
の
相
殺
の
性
質
奈
何
に
求
め
ら
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
、
正
営
な
手
形
債
権
者
を
手
形
債
務
者
に
知
ら
せ
る

こ
と
と
、
手
形
債
務
者
の
量
携
危
辱
排
除
す
る
こ
あ
二
つ
で
あ
る
（
纒
翻
繋
撃
願
）
．
訴
訟
上
の
相
殺
が
た
と
え
純
然
た
る
訴

訟
行
爲
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
二
つ
の
必
要
が
存
す
る
場
合
に
こ
れ
ら
必
要
を
無
覗
し
、
呈
示
・
交
付
を
不
要
と
し
、
そ
の
不
利
盆
を
手
形

債
務
者
た
る
原
告
に
負
捲
せ
し
め
る
こ
と
は
不
當
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
訴
訟
上
の
相
殺
が
私
法
行
爲
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
二
つ
の
必
要
が

な
い
以
上
呈
示
・
交
付
を
そ
の
要
件
と
す
る
こ
と
も
適
當
で
は
な
い
。
そ
こ
で
我
々
は
こ
れ
ら
二
つ
の
必
要
の
存
否
を
次
に
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
し
た
が
つ
て
こ
の
鮎
の
検
討
を
な
し
た
第
二
審
到
決
の
熊
度
は
正
當
で
あ
る
し
、
検
討
の
結
果
そ
れ
自
髄
も
正
當
で
あ
る
と
思
う
。

　
す
な
わ
ち
到
旨
⇔
㈲
は
正
當
で
あ
る
。
⇔
＠
も
正
當
で
あ
る
と
思
う
。
山
中
教
授
は
一
審
到
決
e
⑥
の
理
論
を
肯
定
す
れ
ば
⇔
㈲
の
困
つ
た
結

果
を
同
避
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
が
異
論
が
あ
る
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
（
徽
謹
則
繭
鴨
、
）
。
更
に
⇔
㈲
に
「
相
殺
の
意
思
表
示
の
後
手
形
が
流
通

に
お
か
れ
た
場
合
で
も
、
多
く
は
期
限
後
の
裏
書
譲
渡
で
あ
る
か
ら
、
相
殺
の
あ
つ
た
こ
と
を
右
被
裏
書
人
に
封
抗
す
る
こ
と
が
で
き
、
手
形
債

務
者
は
保
護
さ
れ
る
」
と
す
る
糎
正
當
虜
る
（
璽
．
徽
詳
導

　
か
く
し
て
、
手
形
債
権
を
自
働
債
権
と
し
て
す
る
訴
訟
上
の
相
殺
に
お
い
て
、
手
形
呈
示
・
交
付
の
必
要
性
は
存
し
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
し
た
が
つ
て
結
論
の
み
に
つ
い
て
み
れ
ば
第
一
審
到
決
に
賛
成
し
う
る
が
、
理
論
構
成
の
黙
で
は
控
訴
審
剣
決
が
正
當
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
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石
　
川
　
　
明
）


